
本
市
を
め
ぐ
る
最
近
の
動
き

　

１
月
５
日
、
多
く
の
市
民
が
見

守
る
中
で
、
消
防
出
初
式
が
厳
粛

か
つ
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
皮
切
り
に
、九
州
新
幹
線
・

肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
開
業
10
周
年

記
念
式
典
、
川
内
甑
島
航
路
開
設

記
念
式
典
、
第
30
回
国
民
文
化
祭

プ
レ
大
会
、
新
消
防
庁
舎
の
完
成

な
ど
大
き
な
行
事
が
、
今
後
数
多

く
控
え
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

10
周
年
記
念
事
業
を
着
実
に
展
開

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

薩
摩
川
内
ス
ポ
ー
ツ
大
使
に
つ

き
ま
し
て
は
、
昨
年
末
に
日
本
ハ

ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
木
佐
貫
洋
投

手
に
、
今
年
１
月
に
愛
知
製
鋼
陸

上
競
技
部
の
児
玉
泰
介
監
督
、
今

年
２
月
に
読
売
巨
人
軍
の
杉
内
俊

哉
投
手
に
対
し
お
願
い
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
お
願
い
し
た
方
々
も
含

め
た
４
競
技
６
名
の
大
使
の
皆
さ

ま
に
は
、
深
く
感
謝
し
、
総
合
運

動
公
園
を
中
心
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ

合
宿
の
誘
致
や
ス
ポ
ー
ツ
交
流
研

修
セ
ン
タ
ー
の
宣
伝
活
動
に
強
く

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
き
ま

し
て
は
、
２
月
10
日
、
総
合
運
動

公
園
に
お
い
て
、
次
世
代
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
防
災
面
に
も
活
用
で
き
る

太
陽
光
発
電
設
備
の
竣
工
式
を
行

い
ま
し
た
。
発
電
し
た
電
気
は
、

災
害
時
に
避
難
所
と
な
る
ア
リ
ー

ナ
施
設
な
ど
へ
の
供
給
が
可
能
と

な
り
、
防
災
機
能
の
強
化
が
図
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

２
月
24
日
、
中
越
パ
ル
プ
工
業
株

式
会
社
の
木※

１

質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

所
の
設
置
に
伴
う
立
地
協
定
を
締

結
い
た
し
ま
し
た
。
来
年
11
月
に

運
転
開
始
予
定
で
、
一
般
家
庭
約

４
万
３
０
０
０
軒
分
に
相
当
す
る

発
電
量
が
見
込
ま
れ
る
九
州
で
は

最
大
級
の
設
備
と
な
り
ま
す
。
燃

料
用
と
し
て
の
未
利
用
木
材
の
伐

採
・
運
搬
な
ど
に
よ
る
森
林
整
備

や
雇
用
創
出
の
期
待
も
高
ま
り
ま

す
。

　

平
成
24
年
に
下
甑
島
で
発
掘
さ

れ
た
歯
の
化
石
が
、
植
物
食
恐
竜

の
竜
脚
類
の
も
の
で
あ
る
可
能
性

が
高
ま
っ
た
た
め
、
今
年
２
月
に

公
表
い
た
し
ま
し
た
。
宝
の
島
で

あ
る
甑
島
が
、
こ
れ
ま
で
に
も
増

し
て
全
国
か
ら
注
目
を
浴
び
る
も

の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

黒
木
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協

議
会
が
、
県
の
最
高
賞｢

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
づ
く
り
推
進
協
議
会
会
長

賞｣

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
本
市

に
お
け
る
地
域
で
の
共
生
・
協
働

の
活
動
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
さ
ら
な
る
活
動
の
充
実
を

期
待
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
１
月
、
Ｆ
Ｉ
Ｍ
九
州
工
場

の
跡
地
を
市
が
購
入
す
る
た
め
に

必
要
な
事
項
に
つ
い
て
会
社
側
と

合
意
し
、
土
地
売
買
に
係
る
基
本

合
意
書
を
締
結
い
た
し
ま
し
た
。

Ｆ
Ｉ
Ｍ
九
州
工
場
の
事
業
閉
鎖
は
、

誠
に
残
念
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

逆
境
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
も
、

購
入
予
定
の
工
場
跡
地
を
最
大
限

に
活
用
し
、
企
業
誘
致
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
７
月
か
ら
川
内
原
子
力
発

電
所
１
・
２
号
機
の
新
規
制
基
準

へ
の
適
合
性
審
査
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
再
稼
働
に
つ
き
ま
し
て
は
、

厳
し
い
審
査
を
ク
リ
ア
し
、
安
全

性
が
確
認
さ
れ
た
後
、
国
が
説
明

す
る
県
・
市
主
催
の
住
民
説
明
会

を
経
て
、
市
議
会
の
意
見
を
踏
ま

え
た
上
で
判
断
し
た
い
と
考
え
ま

す
。

本
年
度
の
施
策
概
要

①
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
の導

入
推
進

　

地
球
に
や
さ
し
い
環
境
整
備
事

業
、
川
内
駅
ゼ
ロ
エ
ミ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
化（
低
炭
素
化
）実
証
事
業

な
ど
を
継
続
し
ま
す
。
新
た
に
公

用
車
Ｅ
Ｖ（
電
気
自
動
車
）導
入
事

業
に
よ
り
、
市
内
外
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
ま
ち
を
積
極
的
に
発
信
し

ま
す
。
ま
た
、
小
鷹
小
水
力
発
電

設
備
見
学
施
設
整
備
事
業
に
よ
り
、

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
観
光
や
教

育
に
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

②
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の

活
動
支
援
制
度
の
強
化

　

高
齢
者
の
仲
間
づ
く
り
を
支
え

る
教
室
開
催
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど

に
委
託
し
実
施
す
る
、
楽
ら
く
元

気
づ
く
り
支
援
事
業
お
よ
び
、
市

民
団
体
自
ら
が
企
画
さ
れ
公
益
的

に
活
動
さ
れ
る
事
業
を
支
援
す
る
、

市
民
活
動
支
援
補
助
金
事
業
を
実

施
い
た
し
ま
す
。

③
農
林
漁
業
の六

次
産
業
化
の
促
進

　

農
林
漁
業
者
の
所
得
の
確
保
を

目
指
し
、
意
識
啓
発
お
よ
び
人
材

育
成
の
た
め
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や

研
修
会
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。
昨

年
７
月
に
制
定
い
た
し
ま
し
た
薩

摩
川
内
市
農
林
漁
業
の
六
次
産
業

化
の
促
進
に
関
す
る
条
例
を
踏
ま

え
、
農
林
漁
業
の
六
次
産
業
化
の

実
施
を
支
援
す
る
た
め
の
補
助
制

度
を
創
設
い
た
し
ま
す
。

④
成
長
戦
略
の
展
開
に
よ
る

地
域
雇
用
の
創
出

　

地
域
成
長
戦
略
補
助
や
新
産
業

創
造
事
業
補
助
な
ど
に
よ
り
、
企

業
誘
致
や
起
業
、
転
業
お
よ
び
雇

用
創
出
に
対
す
る
支
援
を
引
き
続

き
行
い
ま
す
。
企
業
連
携
協
議
会

に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
、

シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
に
よ
る
観
光
物

産
の
産
業
化
促
進
、
地
域
の
活
性

化
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
に

つ
な
が
る
地
域
資
源
利
活
用
事
業

や
川
内
港
利
活
用
推
進
事
業
を
継

続
し
、
高
齢
者
見
守
り
サ
ー
ビ
ス

な
ど
を
付
加
し
た
ス※

２

マ
ー
ト
グ

リ
ッ
ド
実
証
試
験
を
実
施
い
た
し

ま
す
。

⑤
社
会
基
盤
整
備

　

中
心
市
街
地
へ
の
交
通
の
分
散

化
と
住
宅
地
の
安
全
性
の
確
保
を

図
る
た
め
、
川
内
川
市
街
部
改
修

事
業
と
一
体
的
に
市
道
中
郷
五
代

線
を
整
備
い
た
し
ま
す
。

　

民
間
活
力
を
活
用
し
た
取
り
組

み
と
し
て
、
市
有
地
の
有
効
活
用

と
駅
周
辺
地
域
の
魅
力
向
上
を
図

る
た
め
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
よ
る

施
設
整
備
を
進
め
る
川
内
駅
東
口

市
有
地
利
活
用
事
業
を
展
開
し
、

新
た
な｢

に
ぎ
わ
い
の
創
出｣

を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

⑥
花
い
っ
ぱ
い
に
よ
るま

ち
づ
く
り

　

今
後
も
花
い
っ
ぱ
い
ま
ち
づ
く

り
推
進
事
業
を
推
進
し
、
元
気
あ

ふ
れ
る
心
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
観
光
客

の
目
と
心
を
楽
し
ま
せ
る｢

お
も

て
な
し｣

に
も
つ
な
げ
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

⑦
小
・
中
学
校
教
育

　

東
郷
地
域
に
お
け
る
平
成
31
年

４
月
の
小
中
一
貫
校
開
校
に
向
け

た
用
地
を
取
得
す
る
な
ど
、
事
業

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

予
算
の
大
綱

　

今
後
の
行
財
政
運
営
に
関
し
ま

し
て
は
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
雇

用
・
経
済
対
策
を
始
め
、
地
域
成

長
戦
略
の
展
開
、
社
会
保
障
関
連

経
費
の
上
昇
、
公
共
施
設
な
ど
の

維
持
経
費
の
増
大
な
ど
に
対
応
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ

う
な
中
、
財
源
面
に
お
い
て
は
平

成
27
年
度
か
ら
普
通
交
付
税
の
市

町
村
合
併
措
置
が
段
階
的
に
縮
減

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、

施
策
展
開
の
方
向
性
、
歳
出
削
減

策
お
よ
び
財
源
充
当
の
重
点
化
・

シ
フ
ト
化
を
一
体
的
に
展
開
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
、
行
財
政
運

営
の
方
向
性
を
示
し
た｢

財
政
運

営
プ
ロ
グ
ラ
ム｣

を
平
成
25
年
度

当
初
予
算
か
ら
そ
の
取
り
組
み
を

本
格
化
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
予
算
に
お
い
て
は
、

合
併
10
年
目
を
迎
え
、
今
後
10
年

間
の
発
展
の
方
向
付
け
を
す
る
予

算
と
位
置
付
け
、
交
付
税
縮
減
な

ど
を
踏
ま
え
力
強
い
予
算
編
成
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
以

上
に
徹
底
し
た
経
費
の
削
減
や
制

度
の
見
直
し
を
行
い
、
必
要
な
施

策
分
野
の
財
源
確
保
に
努
め
る
こ

と
を
基
本
姿
勢
と
し
て
い
ま
す
。

産
業
振
興
と
雇
用
創
出
の
実
現
、

人
口
の
減
少
や
少
子
高
齢
化
へ
の

対
策
、
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

な
ど
の
課
題
を
踏
ま
え
て
、
先
に

述
べ
ま
し
た
施
策
概
要
か
ら
、
そ

の
計
画
的
な
展
開
を
図
る
べ
く
予

算
を
編
成
し
、｢

交
流
・
連
携
に

よ
る
活
力
創
出
予
算｣

と
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
、
一
般
会
計
当

初
予
算
の
規
模
は
前
年
度
当
初
予

算
に
比
べ
、
７
・
７
％
増
の
５
３

４
億
円
、
簡
易
水
道
な
ど
14
の
特

別
会
計
の
合
計
で
２
８
５
億
５
２

８
４
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

む
す
び

　

市
制
施
行
10
周
年
の
節
目
の
今

年
は
、
次
の
10
年
に
向
け
て
の
礎

と
な
る
大
切
な
１
年
で
あ
り
ま
す
。

い
よ
い
よ
４
月
２
日
に
は
、
念
願

の
高
速
船
甑
島
が
就
航
し
、
７
月

に
は
、
防
災
活
動
拠
点
施
設
と
な

る
新
消
防
庁
舎
が
完
成
い
た
し
ま

す
。
市
民
の
一
体
感
の
醸
成
に
一

層
の
磨
き
を
か
け
る
と
と
も
に
、

本
市
の
勢
い
と
力
強
さ
を
押
し
進

め
、
全
身
全
霊
を
傾
け
て
市
政
運

営
に
ま
い
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
よ
り
一
層

の
御
指
導
・
御
鞭
撻
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

※
１
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

　

樹
木
の
伐
採
や
造
材
の
と
き
に
発
生

し
た
枝
や
葉
な
ど
の
林
地
残
材
、
製
材

工
場
な
ど
か
ら
発
生
す
る
樹
皮
な
ど
の

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
燃
や
し
タ
ー
ビ
ン

を
回
し
て
発
電
す
る
。

※
２
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド

　

直
訳
す
る
と｢

賢
い
電
気
網｣

。
こ
の

中
の
家
庭
や
オ
フ
ィ
ス
な
ど
で
は
、
出

力
が
不
安
定
な
太
陽
光
な
ど
を
含
め
て
、

無
駄
な
く
電
力
を
使
う
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
結
果
と
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有

効
活
用
や
生
活
ス
タ
イ
ル
に
合
っ
た
料

金
メ
ニ
ュ
ー
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
。

　平成 26 年２月26日開会の平成 26 年第１回市議会定例会で岩切秀雄市長が述べた市政
に関する考え方や方針の概要を紹介します。なお全文は市ホームページで紹介しています。
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